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総合調査委員会設置規程 

（目的） 

第１条 この規程は、一般社団法人日本医療安全調査機構定款第４５条の規定に基づき、

医療法（昭和２３年法第２０５号）第６条の１７第１項に規定されている病院等の管理

者又は遺族の依頼があったときに行う調査（以下「センター調査」という。）の適正かつ

確実な運営を図るため総合調査委員会（以下「委員会」という。）を設置して、その任務、

構成及び運営に関する必要な事項を定めることを目的とする。 

（任務） 

第２条 委員会は、専務理事の諮問機関として、専務理事の諮問によりセンター調査に

おける調査方針の検討、並びに、センター調査結果及び医療事故調査の報告書を専門

的知識・識見から審議し、これを答申する。 

（所掌事項） 

第３条 委員会は、以下の事項を所掌する。 

⑴ センター調査の方法を検討し、決定すること。

⑵ 個別調査部会が調査し作成した報告書を審議すること。

⑶ 必要と認める場合は、個別調査部会に追加調査を指示すること。

⑷ その他センター調査に関する事項の検討を行うこと。

（組織） 

第４条 委員会は、医療の専門家で委員構成し、２０名以内で組織する。 

２ 前項に規定する委員のほか、特別の事項を審議する必要があるときは、当該事項に関

する専門的な学識経験を有するものを委員とすることができる。 

３ 委員は、再発防止委員会及び領域別分析部会の委員を兼任することができる。 

４ 委員は、個別調査部会の部会員を兼任することはできない。 

（委員の選任及び解任） 

第５条 委員は、理事会が選任し、解任する。 

（委員の任期） 

第６条 委員の任期は、２年とする。 

（委員長及び副委員長） 

第７条 委員会に委員長及び副委員長を置く。 



２ 委員長及び副委員長は、委員の中から理事長が指名して選定し、解職する。 

３ 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。 

４ 委員長が欠けたとき又は事故あるときは、副委員長がその職務を代行する。 

（会議） 

第８条 委員長は、委員会を招集し、開催する。 

２ 委員長は、総合調査委員会が必要と認めたときは、個別調査部会の部会員に対し、委

員会への出席及び審議に必要な意見を求めることができる。 

３ 委員会は、委員の半数以上の出席によって開催することができる。 

４ 委員会の審議及び議事録は非公開とする。 

（情報の管理） 

第９条 審議関係資料は、審議に必要な情報とし、審議以外の目的には使用しないものと

する。 

２ 委員会の委員は、審議の際に知り得た情報を、第三者に漏洩してはならない。この義

務は、委員を退任した後も同様とする。 

（庶務） 

第 10条 委員会の庶務は、医療事故調査・支援事業部調査班において処理する。 

２ 委員への謝金は別途、業務経費取扱規程で定める。 

（雑則） 

第 11条 本規程に定めるもののほか、委員会の運営等に関し必要な事項は、専務理事が別

に定める。 

附則（平成２７年８月３日理事会決議） 

この規程は、平成２７年８月１７日から施行する。 
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